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(5) 海外出張

氏 名 所 属 派遣先 活動内容 期間 備考

矢野栄二 天敵生物研究室 オランダ 経済協力開発機構ブエローシップに H.9.6.29 要請出張

スペイン よる国際共同研究「オランダにナミ 経済協力関

ヒメハナカメムシを導入した場合の 発機構

便宜と危険性」実施

藤井義晴 他感物質研究室 タイ タイ・東部タイ農地保全計画の専門 H.9.7.22 JICA 
家としてその任に当たる

JII 島博之 地主耗穀捕汗究三子 アメリカ 「環太平洋地域食糧需給統合モデル H.9.8.2 要請出張

ム の開発Jに参加 カリフォノレ

ニア大学

デービスキ交

後藤慎吉 気候資源研究室韓国 「日韓における水稲収量変動の特性 H.9.8.18 科技庁

解明と純一次生産力評価モデルによ 国際共同研

る変動予測j 。プ守し主

今川 俊明 環境立地研究室 中国 「砂漠化防止対策の適用効果の評価 H.9.8.20 環境庁

手法の開発に関する研究Jに係わる 地球環境

研究打ち合わせ及び現地調査

谷山一郎 土壌保全研究室 中国 「砂漠化防止対策の適用効果の評価 H.9.8.20 環境庁

手法の開発に関する研究jに係わる 地球環境

研究打ち合わせ及び現地調査

白戸康人 土壌保全研究室 中国 「砂漠化防止対策の適用効果の評価 H.9.8.20 環境庁

手法の開発に関する研究」に係わる 地球環境

研究打ち合わせ及ぴ現地調査

大黒俊哉 保全植生研究室 中国 「砂漠化防止対策の適用効果の評価 H.9.8.20 環境庁

手法の開発に関する研究」に係わる 地球環境

研究打ち合わせ及ぴ現地調査

井上吉雄 隔測研究室 中国 リモートセンシンクやによるアジア 日.9.8.24 科技庁

太平洋地域のイネ生産力のモニタリ 交流育成

ングと予測研究に関する交流育成

鶴田 治雄 影響調査研究室 インドネシア 「アジア太平洋地域の土地利用変化 H.9.8.29 環境庁

が地球温暖化に及ぼす影響に関する 地球環境

研究jに係わる現地調査及び打ち合

わせ

伊藤 幸 植生生態研究室 マレイシア 熱帯植物のアレロパシー活性評価手 H.9.9.7 農水省

j去の改善 同庁センター

日比野啓行 環境生物部 フィリピン 国際農業研究協議グループ技術諮問 H.9.9.9 要請出張

委員会主催「国際稲研究所 (IRRI) 国際農業研

の研究及び管理運営に関する外部レ 知1A言義ク、〉ト
ビューパネル」に参加 プ技術諮問

委員

小林和彦 情報解析・ 中国 特定交流共同研究 iCOz倍増時の生 H.9.9.24 特定交流共同

システム研究室 態系のFACE実験とモデリング」推 研究

進のため

原菌芳信 気象特性研究室 アメリカ 「ツンドラの温暖化ガス収支の広域 H.9.10.1 科技庁

的評価に関する観測研究」実施 10.24 国際共同研
qプbし
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氏 名 所 属 派遣先 活動内容 期間 備考

吉本真由美 気象特性研究室 アメリカ [ツンドラの温暖化7ゲス収支の広域 H.9.10.l 科技庁

的評価に関する観測研究」実施 ~ 10.24 国際共同研
りブhし

太田 尚寿 気象特性研究室 アメリカ 「ツンドラの温暖化方、ス収支の広域 H.9.10.1 科技庁

的評価に関する観測研究j実施 ~ 10.24 国際共同研
司ヌ:e

坂西研一 水動態研究室 フィリピン フィリピン・土壌研究開発センター H.9.10.6 ]ICA 
計画フェーズIIの専門家として任に ~ 10.26 

当たる

屋良佳緒利 天敵生物研究室 オーストラリ アジア太平洋食糧肥料技術センター H.9.10.11 要請出張

ア 主催による「生物防除に関する研修 ~ 10.19 FFTC 
会jに参加

根本正之 保全植生研究室 オーストラリ 「砂漠化防止対策の適用効果の評価 H.9.l0.18 環境庁

ア 手法の開発に関する研究」に係わる ~ 10.25 環境研究

研究打ち合わせ及び現地調査

小原 洋 土壌生成分類研 タイ 「熱帯林変動とその影響に関する観 H.9.10.19 科技庁
JE官至--. 測研究Jの現地調査と分析試料の採 ~ 11.7 地球科学

集

藤井 園博 環境資源部 フィリピン 「土壌研究開発センターフェーズIIJ H.9.l0.27 ]ICA 
巡回指導調査団 ~ 11.8 

井村 治 個体群動態研究 中国 水田における生物多様性と天敵の保 H.9.11.3 要請出張

二去圭二 全についての研究指導及び標本の同 ~1l .9 中国斯江省
J刃i三~ 農業科学院

安田耕司 昆虫分類研究室 中国 多変量解析に基づくセジロウンカ地 H.9.11.5 農水省

方個体群聞の形態計量変異の検討 ~12.5 JIRCAS 

阿江教治 土壌生化学研究 ブラジル 農牧輪換に伴う土壌有機物の消長と H.9.l1.l0 農水省

二去f二 システムの持続性の解明 ~ 12.19 ]IRCAS 

大谷 卓 土壌生化学研究 ブラジル 農牧輪換に伴う土壌有機物の消長と H.10.1.2 農水省

二宗土二 システムの持続性の解明 ~3.2 ]IRCAS 

秋山 博 子 影響調査研究室 インドネシア 「農耕地から放出されるメタンと亜 H.lO.1.12 環境庁

酸化窒素の発生抑制技術に関する研 ~1.20 環境研究総

究」 合推進費

加藤邦彦 土壌生成分類研 フィリピン フィリピン土壌研究開発センタ一計 H.10.l.20 ]ICA 
害JLJ二 虫壬二 画フェーズII ~3.7 

日比野啓行 環境生物部 フィリピン 「国際稲研究所の研究及ぴ管理運営 H.10.1.30 要請出張

に関する外部レビューパネルjによ ~2.l 4 国際農業研

る主レビューの討議及び取りまとめ 知品議クツト

に参加 プ・技術諮

問委員会

鶴田 治雄 影響調査研究室 中国 「農耕地から放出されるメタンと亜 H.10.2.l5 環境庁

酸化窒素の発生制御技術に関する研 ~2.21 環境研究総

究」 合推進費

)11 島博 之 跡事思薄汗究チー イタリア 「衛星リモートセンシングと結合し H.10.2.22 環境庁

.b. た植生構造動態モデルによる植生群 ~2.27 環境研究総

集変動の推定システムの開発」に関 合推進費

する情報収集および、研究打ち合わせ
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氏 名 所 属 派遣先 活動内容 期間 備考

岡本 勝 男 I臨オ証黒獅汗ヲザー イタリア 「衛星リモートセンシングと結合し H.10.2.22 環境庁

ム た植生構造動態モデルによる植生群 ~2.27 環境研究総

集変動の推定システムの開発」に関 合推進費

する情報収集および研究打ち合わせ

藤井義晴 他感物質研究室 アメリカ イネのアレロパシーの遺伝的制御に H.10.3.8 科技庁

関する共同研究 ~3.15 国際共同研
可プhし

山本勝利 農村景域研究室 デンマーク 「陸域生態系の二酸化炭素動態の評 H.10.3.8 環境庁

オランダ 価と予測・モデリングに関する研究」 ~3.14 環境研究総

イギリス に係わる陸域生態系における生物多 合推進費

様性の評価・モデリングに関する研

究事例を調査

小原 洋 土壌生成分類研 アメリカ 土壌侵食に関する全国的調査を中心 H.10.3.8 農水省

究室 にアメリカでの土壌関係情報の現状 ~3.15 

を調査するとともに，現地でのデー

タ収集・調査法を調査する

j青野 害谷 資源・生態管理韓国 水田農業の持続性評価と環境保全型 H.10.3.15 農水省

科 農業技術の開発調査 ~3.21 ]IRCAS 

岩間秀矩 土壌管理科 韓国 水田農業の持続性評価と環境保全型 H.lO.3.15 農水省

農業技術の開発調査 ~3.21 ]IRCAS 

古賀野完爾 肥料動態科 韓国 水田農業の持続性評価と環境保全型 H.10.3.15 農水省

農業技術の開発調査 ~3.21 

原田 一 良E 環境研究官 韓国 農林水産業及び農林水産物貿易と資 H.lO.3.l5 農水省

源・環境に関する総合研究 ~3.21 

長谷川 周 土壌物理研究室韓国 農林水産業及び農林水産物貿易と資 H.IO.3.15 農水省

源-環境に関する総合研究 ~3.21 

福 原道一 環境管理部 韓国 農林水産業及び農林水産物貿易と資 H.10.3.l5 農水省

源・環境に関する総合研究 ~3.21 

宮田 明 気象特性研究室 オーストラリ 「農林生態系における観測研究」に H.10.3.18 科技庁

ア 関する研究打ち合わせ ~3.31 地球科学

鶴田 治雄 影響調査研究室 タイ 農耕地から放出きれるメタンと亜酸 H.IO.3.22 環境庁

マレーシア 化窒素の発生抑制技術に関する研究 ~3.29 環境研究総

シンガポール 合推進費

斎藤元也 計測情幸投手斗 カナダ 「マイクロ波センサ等の新規リモー H.lO.3.23 要請出張

トセンシング技術による熱帯環境把 ~3.29 ]ISTEC 

握に関する国際ワークショップ」の

フォローアップ

)11 島 博 之 :til耳オ手持顛汗究チー アメリカ 「衛星データに基づいた環太平洋地 H.lO.3.23 科技庁

iヘ 域食糧需給モデノレ作成Jに関する交 ~3.30 国際共同研

流育成 ゥプhし

岡 本勝男 地正和葉噺汗究チー アメ 1)カ 「衛星データに基づいた環太平洋地 H.lO.3.23 科技庁

ム 域食糧需給モデル作成」に関する交 ~3.30 国際共同研

流育成 qプhし

鳥谷 土勾 気候資源研究室韓国 「日韓における水稲収量変動の特性 H.10.4.1 科技庁

解明と純一次生産力評価モデルによ ~4.7 国際共同研

る変動予測J qプtし~ 
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氏 名 所 属 派遣先 活動内容 期間 備考

芝池博幸 保全植生研究室 アメリカ 侵入帰化植物による植物多様性に対 H.10.4.4 科技庁

する遺伝子汚染のリスク評価のため ~4.l 3 振興調整費

の基礎的研究

石井 康雄 農薬管理研究室 フランス iOECD農薬リスク指標専門家会合」 H.10.4.5 農水省

への出席 ~4.l 0 

原菌芳信 気象特性研究室 イタリア CO2スプリンク、、地域の高C02濃度下 H.10.4.5 科技庁

の植生調査ならび、にC02スプリング ~5.2 国際共同研

利用 FACEの微気象，温帯樹木の りブbし

CO2収支の測定

林 陽生 気候資源研究室 中国 「衛星リモートセンシングと結合し H.10.4.8 環境庁

た植物構造動態モデルによる植物群 ~4.l 4 環境研究総

集変動の推定システムの開発」に係 合推進費

わる情報収集及ぴ意見交換を行う

袴田 共之 :l:ti丘蒋是境研究チー 中国 「衛星リモートセンシングと結合し H.10.4.8 環境庁

ム た植物構造動態モデルによる植物群 ~4.l 4 環境研究総

集変動の推定システムの開発」に係 合推進費

わる情報収集及ぴ意見交換を行う

清野 ，口+--/.口i、 資源・生態管理 中国 「砂漠化防止対策の適用効果の評価 H.l0.4.l0 環境庁

科 手法の開発に関する研究」に係わる ~4.14 環境研究総

研究打ち合わせ及ぴ資料収集 合推進費

今川 俊J 明 環境立地研究室 中国 「砂漠化防止対策の適用効果の評価 H.10.4.l0 環境庁

手法の開発に関する研究」に係わる ~4.1 4 環境研究総

研究打ち合わせ及ぴ資料収集 合推進費
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3 .会計

( I )予 算

歳 入

平成 9年度農業環境技術研究所の歳入予算は，総額9，336千円であり，その主なものは，農林水産省

受託研究等実施規程(昭和37年 2月15日農林省告示207号)に基づく受託調査及び試験収入 (4，224千円)， 

農林水産省依頼研究員受入れ規則(昭和38年 6月12日農林省告示766号)に基づく受託研究員受入れ

(2，744千円)及び試験場製品等売払代 (488千円)である O 試験場製品は，米麦等の試験研究の結果てや

不用となったものの売払である O

叶斗，
エ小・・ 目

現 ~ ¥ 収 入

歳入予算額

9.336 

1，533 

28 

1，505 

7.803 

6.968 

107 

495 

233 

士岡，
A
1』

(単位:千円)

考

雑収入

国有財産利用収入

国有財産貸付収入

国有財産使用収入

諸収入

受託調査試験及役務収入

弁償及返納金

物品売払収入

雑入

歳出

平成 9年度農業環境技術研究所の歳出予算(補正後)は，経常的経費，特別研究等経費，科学技術庁

関係持費，環境庁関係経費に大別される O

1 )経常的経費(組織:農林水産本省試験研究機関，項:農林水産本省試験研究所)を人件費 (05日

まで)と事業費に分けると次のとおりである o (単位:千円)

人件費 1，614，390 

事業費 659，355 

2 )特別研究等経費(組織:ノ農林水産技術会議，項:農林水産振興費より組織:農林水産本省試験研究

機関，項:農林水産本省試験研究所に移用)は， 372，311千円であり，内容は次のとおりである O

①農林水産研究計算センターの運営に必要な経費 2，066 

②受託試験研究調査費 1，708 

③研究用機械整備費 61，499 

④特別研究費

⑤総合的開発研究費

⑥一般別枠研究費

⑦大型別枠研究費

10，141 

43，360 

14，890 

58，729 

⑧バイオテクノロジー先端技術開発研究 46，091 

⑨その他 133，827 

3 )科学技術庁関係経費(組織:科学技術庁より組織:農林水産本省試験研究機関に移替)は，次のと
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おりである O

(項)科学技術振興調整費

(項)海洋開発及地球科学技術調査研究促進費

61，644 

20，019 

(項)国立機関原子力試験研究費 55，859 

(項)放射能調査研究費 38，340 

4 )環境庁関係経費(組織:環境庁より組織:農林水産本省試験研究機関に移替)は，次のとおりである。

(項)国立機関公害防止等試験研究費

(項)環境研究総合推進費

平成 9年度歳出予算一覧表

科 口 歳出予算額

(組織)農林水産省試験研究機関

(項) 農林水産本省試験研究所 2，889，627 

(項) 科学技術振興調整費 61，644 

(項) 海洋開発及地球科学技術調査研究促進費 20，019 

(項) 国立機関原子力試験研究費 55，859 

(項) 放射能調査研究費 38.340 

(項) 国立機関公害防止等試験研究費 8，531 

(項) 環境研究総合推進費 140，259 

メ口入 五十 3，214，279 

イ蒲

8，531 

140，259 

(単位:千円)

考

(2) 国有財産

I )行政財産

区 分

土 地 建 物

JK 

そ

~ fAj 木
木
守イ「 iL 木

建 建 面 積

物 延 ρ 〈こ 面

工 作 物

船 舶 雑 荷台

メ口入 五十

2)普通財産

区分

特許権等

数

敷 地

田

決田

(l) 他

計

数

主豆主主

208，880m2 

42，950 

149，670 

171，897 

573，397 

E三五

豆~-

2，340本

432m3 

28，649m2 

56，566m2 

1隻

26件

ぷ口〉、

.b、
口

帳 {面 格

13，452，394，611円

39，776，665円

216，439円

5，401，200，147円

5，951，319，018円

50，955円

24，844，957，835円

帳 価 格
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(3) 機械等購入

整理番号 機械名 型式名 購入金額(円) 所属研究室名

09001 コンパイン クボタSR21GHDW2明SK50 3，570，000 業務科

09002 マニアスプレッダ タカキタSD1000 1，517，250 業務科

09004 レーザー誘導スペクトル遠隔計測装置 大塚電子LIF-7000G 13，912，500 隔 1RIJ 

09005 二酸化炭素フラックス測定装置 アドバネット MODEL-E009B特型 3，465，000 気象特性

09006 超音波風速計 カイジョーDA-600 3，742，200 気象特性

09007 イオンクロマトグラフ タやイオネックスDX-500 11，812，500 土壌保全

09008 タンパク質分離・精製装置 東ソ一CCPMII 5，074，575 微生物特性

09009 画像解析装置
日本アビオニクスコンパクトサーモ

8，872，500 昆虫行動
TVS-2300MK II ST 

09010 熱量計 日本医科バイオサーモアナライザ-H-201 8，883，000 農薬科共通

09011 撮影装置 COMPAQ DESKPR04000 1，014，090 計測情報科

09013 超低温槽 日本フリーザ-CL35UF2 1，892，100 土壌化学

09016 分光光度計 目立U-2010 2，997，750 他感物質

09018 試料薄切装置 ライカLEICARM2165 3，104，850 他感物質

09020 超低温槽 日本フリーザーCL35UF2 2，115，225 寄生菌

09022 電気泳動装置 アトーデンシトグラフ AE-6920M-03 3，969，000 天 敵

09038 低パックグランド放射能測定装置 アロカLBC-471-Q 6，300，000 分析法

09041 三連式移動燃焼装置 アサヒ理化ARF 1，438，500 分析法

09042 葉面積計 CID CI-203 1，476，300 チー ム

09043 水分測定装置 キャンベル社SMC-18 1，670，550 影響調査

09044 二酸化炭素計 島津GC-14BPs 1，874，250 影響調査

09047 気象観測装置 クリマテックCRB-99S 1，695，750 気候資源

09048 水蒸気フラックス測定装置 盟和商事LI-610 5，516，490 気候特性

09049 水分測定装置 キャンベルCR10X 1，240，050 土壌物理

09050 図形処理装置 DEC CELBRIS GL-26266ST 3，643，500 土壌生成

09054 超低温槽 サンヨ-MDF-382AT 1，549，800 保全植生

09056 DNA増幅装置 ABI GeneAmp PCR Sysyem9700 1，318，275 保全植生

09058 微生物活性白動測定装置 D羽TSラビットシステム 5，533，500 土壌生 態

09059 ソーラーシュミレーター ワコムWXS-105C-5S 4，515，000 農薬管理

09060 テストロール機 日新科学HR-20 2，659，125 農薬管理

09061 農薬分析装置 ハミルトンマイクロラボML1000PLUS130011 1，093，995 農薬管理

09063 貨物自動車 日産ホーミ -VX 2，650，000 会計課
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(4) 特許等一覧表

I )国内

発 明 の名称

都市ゴミのコンポスト化処理方法

植物電気センサー

農園芸作物病害防除組成物

14-メチル-1-オクタデセン， その製造法およ

びその化合物を有効成分とする昆虫誘引剤

オキナワカンシャクシコメツキ用性誘引剤

(E) -4， (Z) -10-テトラデカジェニルアセター

ト，その製造法およびその化合物と (Z)-10-
テトラデセニルアセタートを有効成分とする
昆虫誘引剤

5-テトラデセン酸メチルの製造法

土壌水分測定装置

ジメチルカーパメートよりなる殺虫協力剤

カンシャノシンクイハマキ用誘引剤

オクタデカージェン・テトラインーカルボン
酸誘導体およびその製造法

(E)-7，9-デカジエニルアセタートを追加成分

とする昆虫誘引剤

9，11-ドデカジエニルブチレートと 9，11-ドデ

カジエニルヘキサノエートを成分とする昆虫
誘引剤

植物生育培地水分制御法

(Z) -7-ドデセニルアセタートと (Z)-9-ドデセ
ニルアセタートを有効成分とする昆虫誘引剤

土壌病害防除・植物生長促進剤

シュードモナス属細菌P-4菌株・土壌病害防

除剤及び土壌病害防除方法

土壌耕転特性測定方法及び測定装置

5-テトラデセン酸メチルを有効成分とする昆
虫誘引剤

シパ、ソト力、、の配偶行動撹乱剤

VI.総務

発明者

金須正幸，森本国夫
伊津敏彦

金子忠男，高辻正基

上杉康彦，片桐政子

玉木佳男，熊倉正昭

佐藤力郎，杉江 7じ

玉木佳男，杉江 アじ

長嶺将昭，金城美恵子

玉木住男，杉江 7じ

川崎建次郎，奥 俊夫
若公正義，氏家 武
本間健平，平野千里，
堀池道郎

玉木佳男，杉江 7G 

野口 1丘口二

柏測辰昭

宍戸 孝，昆野安彦

玉木佳男，杉江 7G 

金城美恵子

西山幸司

玉木佳男，杉江 7G 

長嶺将昭，金城美恵子

玉木佳男，杉江 7じ

長嶺将昭，金城美恵子

久保田徹，岩間秀矩

加藤英孝，遅沢省子

玉木佳男，杉江 アじ

川崎建次郎，北村賓木彬

小林紀彦，飯島宏一

鈴木孝仁，成田 勇

久保田徹，岩間秀矩

麻生 尚，森 広史

玉木佳男，杉江 7G 

野口 1丘口二

杉江 元，野口 1丘口二

清水喜一，河名俊幸

福田 寛，山本 日召

福本毅彦，井原俊明

出願年月日 特許・出願番号 備考

53.7.19 特許第 1369268号

57.7.14 特許第 1613187号

58.2.21 特許第 1287114号

58.7.26 特許第 1312765号

59.6.28 特許第 1389525号

59.12.3 特許第 1609865号

59.12.3 特許第 1589436号

60.4.9 特許第 1909283号

61.5.23 特許第 1646045号

62.2.28 特許第 2081639号

62.8.7 特許第 2500314号

63.7.22 特許第 1906565号 共同出願

63.8.18 特許第 1906566号 共同出願

63.9.20 特許第 1661053号

63.9.29 特許第 1778711号

63.10.19 特許第 1855389号 共同出願

元2.14 特許第 2614913号 共同出願

元.6.29 特願平 1-165283号 共同出願

元.7.21 特許第 1628011号 分割出願

2.12.27 特願平 2-414676号 共同出願
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発 明 の名称 発明者 出願年月日 特許・出願番号 備考

宿主ベクタ一系 福本文良，佐藤 す 3.4.19 特許第 2600090号
美濃部{有二

形質転換されたイネ縞葉枯ウイルス抵抗性イ 烏山重光，朱 亜峰 3.12.2 特願平 3-318211号 共同出願
ネおよびその製造法 早川 孝彦

シバットカγ〉誘引剤 杉江 元，野口 ~~仁KI 4.1.27 特願平 4-35665号 共同出願
清水 喜一，i可名利幸
福田 寛，山本 日召

福本毅彦，井原俊明

芝生害虫の配偶行動撹乱剤 杉江 元，野口 浩 4.1.29 特願平 4-38544号 共同出願
清水喜一，i可名 手Ij幸

福田 寛，山本 日召

福本毅彦，井原俊明

ヨトウカ、、の誘引剤 杉江 元，野口 ~丘仁二I 4.3.10 特願平 4-86471号 共同出願

清水 喜一，i可名 利幸

福田 寛， rL!本 日召

福本毅 彦，井原俊明

3次元自由曲面設計装置 竹津邦夫 4.10.22 特願平 4-324576号

チャバネアオカメムシの誘引剤 杉江 元，野口 ~~仁二I 7.4.25 特願平 7-134628号 共同出願
川崎建次郎，高木一夫

守屋成一，藤家 キ卒
福田 寛，大平喜男

津田勝 男 ， 山 中 正 博

堤 隆文，鈴木宏始

福本毅彦

ナカ、、チャコ力、、ネの誘引剤 杉江 元，野口 ~丘口二 7.4.25 特願平 7-134629号 共同出願

川崎建次郎，本間健平
大 泰 司誠，柿崎昌志
鈴木宏始，福本毅彦

ナカジロシタバの誘引剤 玉木佳男，杉江 lG 7.4.25 特願 平下134630号 共同出願
安藤幸夫，山下麻美

大矢慎吾，上和田秀美
鈴木宏始，福本毅彦

新規土壌凝集剤 高橋 義明，楼井泰弘 7.9.6 特願平 7-263409号
牧野知 之

耐病性アグロスティス属植物 宮下清貴，藤井 毅 7.12.7 特願平 7-344740号 共同出願

越 徹，猪熊千恵

杉浦清 之

薬剤の放出制御・抑制方法及ぴその資材 石井康雄，小原裕士 8.3.29 特願平 8-111811号

スルホキシド化合物及ぴそれを用いた植物生 藤井義晴，原田二郎 8.7.12 特願平 8-183316号
長阻害剤 平舘俊太郎，大東 肇

平 井伸博，佐野禎哉

カラム内濃縮が可能な毛細管電気泳動を誘導 山 崎 慎一，梅 二文 8.11.29 特願平 8-353825号
結合プラズマに接続するためのインターブエ

イス

遠隔制御装置及ぴ遠隔制御方法 坂西研二 9.1.9 特願平 9-36828号

土壌中の有機汚染物質を分解する分解菌の集 高木和広，吉岡祐一 9.2.14 特願平 9-30176号 共同出願

積方法及びそれを用いた分解菌の単離方法
L一一一一
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発明 の名称 発明者 出願年月日 特許・出願番号 備考

新規植物成分およびそれを含有する植物成長 平舘俊太郎，杉江 冗J 9.2.27 特願平 9-84271号
阻害剤 藤井義晴，箭田浩士

土壌中の有機塩素系化合物を工期的に分解す 高 木和広，吉岡祐一 10.5.18 特願平 10-135156号 共同出願
る分解菌，その分解菌の集積又は単離方法及

びその分解菌を保持する分解菌保持担体

タイワンレンギョウの新規植物成分及びそれ 平舘俊太郎，中嶋直子 10.2.26 特願平 10-87866号
を含有する植物成長阻害斉Ij 箭田浩士，藤井義晴

2 )外国

発明 の名称 発明者 出願年月日 特許・出願番号 備考

リゾキシン(抗腫蕩剤及びそれを用いた抗腫 カ ナ
夕、、

佐藤善司 59.10.l6 特許第 1237667号
蕩治療方法) 松田 泉

リゾキシン カ ナ ダ 63.3.24 特許第 1311434号 分割出願

3次元自由曲面設計装置 ア メ リ カ 竹j皐邦夫 5.3.24 特願第08/036446号

3次元白由曲面設計装置 カ ナ タ会 5.3.23 特願第 2092217号

3次元自由曲面設計装置 イ ギ リ ス 5.3.25 特願第93302297.2号

3次元自由曲面設計装置 ブ フ ン ス 5.3.25 特願第93302297.2号

3次元自由曲面設計装置 イタリア 5.3.25 特願第93302297.2号

3次元自由曲面設計装置 オランダ 5.3.25 特願第93302297.2号

3次元自由曲面設計装置 ベルギー 5.3.25 特願第93302297.2号

3次元自由曲面設計装置 ス イ ス 5.3.25 特願第93302297.2号

3次元自由曲面設計装置 イ 、ソ 5.3.25 特願第93302297.2号

3次元自由曲面設計装置 スウェーデン 5.3.25 特J，~Jî第93302297.2号

イネ縞葉枯ウイルス抵抗性イネおよびその製 中 国 烏山重光 4.12.2 特願第92115177.2号
造法

イネ縞葉枯ウイルス抵抗性イネおよびその製 韓 国 4.12.1 特許第 82425号
造法

イネ縞葉枯ウイルス抵抗性イネおよびその製 ぷ仁1ム、 湾 5.1.20 特許第 82425号
造法
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平成 9年度受入れ図書・資料数およびサービス件数は次のとおりである O

I )受入れ図書・資料冊数

区 ノメ一J、 購 入 寄

単行書 手口 349 24 

(冊) 洋 339 3 

資 料 手口 。 68 

(冊) j羊 。 15 

雑 三口J士O、 手口 80 1，071 

(種) 洋 210 178 

2 )サービス

贈 五十

373 

342 

68 

15 

1，151 

388 

レブァレンス 外部への複写依頼 外部からの複写依頼

省

省

百十

貝

人数(人)

603 

他場所

内

外

出

冊数(冊)

953 

283件

18件

310件

コンテンツ・シートを提供

農林団地内他場所からの来館者

筑波研究学園都市内他機関からの来館者

一般(大学，民間など)来館者

農環研職員が筑波研究学困都市内の他機関を利用

332件 2，457件二

370件 34件

702件 2，491 f牛

61誌(のべ 1，736件)

171人(コピー 2，361枚)

105人(コピー 2，340枚)

243人(コピー 3，898枚)

33人

181 
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5 .視察・見学者数

一般公開 1，173人 国内 71件 1，338人 国外 49件 252人

農業関係者 一 脅支 メー子立合 生 公務員 外国人 五十

月 件 人 件 人 件 人 イ牛 人 件 人 件 人

一般公開 76 883 37 177 1，173 

4月 1 9 1 9 

5月 7 3 72 2 29 5 29 11 137 

6月 42 1 30 7 30 11 102 

7月 8 192 3 62 1 3 5 19 17 276 

8月 3 131 1 23 1 22 6 45 11 221 

9月 6 100 1 9 1 18 4 40 12 167 

10月 3 62 l 7 1 2 5 7 10 78 

11月 1 15 3 135 I 40 6 30 11 220 

12月 2 29 2 30 I 15 1 1 6 75 

1月 1 15 3 104 1 7 1 1 1 3 7 130 

2月 I 16 9 108 4 10 3 27 17 161 

3月 1 2 5 12 6 14 

3 46 41 910 14 280 13 102 49 252 120 1，590 
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6 .委員会

委員会(随時開催)は，各部門の研究・連絡調整・研究施設の運営等に関する事項を審議すること

を目的としたものである O

委 員
委員会名

所 属

規定集編集委員会 企画調整部及び、

総務部

さわやか行政サービス推進委総務部長ほか
貝会

職務発明審査会 各部長等

職務作成フ。ログラム審査会 各部長等

兼業許可審査会 各部長等

厚生委員会各部 関係者

健康安全競技会各部 関係者

筑波機械整備委員会 各部関係者

共用機器委員会 各部関係者

特定調達審査委員会 各部関係者

施設整備・運営委員会 各部関係者

海外派遣・留学候補者・外国 各部長等
人招へい候補者選考委員会

図書委員会 各部関係者

広報委員会 各部関係者

刊行物企画委員会 各部関係者

所報告・資料掲載論文審査会 各部長等

圃場委員会 各部関係者

研究技術情報高度化委員会 各部関係者

受託研究等審査会 各部長等

審議内容 備 考
人員

15 所の規定集を編集，利活用に関する事項

6 行政サービスの改善及び合理化に関する 専門部会を置く

事項

9 職務発明の認定及び特許権の承継等の審

査

10 職務作成プログラムの認定等の審査

5 兼業許可の申請を審査

14 職員の福利厚生に関する事項

9 職員の健康安全管理及び機械，設備等の
安全管理に関する事項

11 筑波機械整備に係る研究用機械の計画的

導入に関する事項

8 所共用機器類の整備及び管理運用並びに 専門部会を置く

必要経費等に関する事項

若干名 物品等の調達に関する所要事項の審査等
に関する事項

目 施設の整備・用地，庁舎及び別棟等研究専門部会を置く
施設の運営，エネルギ一対策に関する事
工百

6 当所職員の海外への派遣・留学及び外国
人研究者の招へいの候補者選考に関する

事項

8 図書館の管理運営，図書資料の購入収集， 専門部会を置く
保管，整理，閲覧，貸出し，複写，レブアレ
ンスサービスに関する事項

10 広報基本計画，一般公開，広報関係制作専門部会を置く
物に関する事項

8 定期刊行物，新規刊行物，その他の必要刊 専門部会を置く
行物の企画，審議に関する事項

9 報告・資料に掲載しようとする論文の内
容及び掲載可否の審査

15 圃場及びこれに付随する施設並びに防風
林等の使用，管理，保全に関する事項

10 研究技術情報の高度化推進方策，試験研専門部会を置く

究の推進，研修，指導，交流促進等に関す

る事項

8 国内から受託を受けて行う試験研究及び
調査に関する事項
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区
番号 i 施 設 名 番号 施 設 名 番号 施設名

洋G空18 
施 設 名

土壌アァテイリティ実験棟 。34 第 3父配操作棟 073 温床フレーム制御棟 微細気象観測培

2 土壌物性実験棟 (コ 35 人I水田計測器棟 (j 74 第 l関場休憩棟 温床フレーム

3 無影日長自動制御温室 。36 除草剤調整棟 75 第 l便所 119 受水槽

4 1 IエJ トロン温室 i 037 第4グロースチャンベ一計測室 76 第 2便所 120 高架水槽

2 エコトロン温室II
いいドJ443856 短軍第円施設

77 第 3便所 121 第 lコンクリート床

ト 己4Iエコ トロン温室III
7土壌置場 78 第 2ガスカゃパナー棟 122 第 2コンクリート床

トロン 制御監視室 8土壌置場 79 |ポンプ室 123 第 2焼却炉

5 i工ゴトロン COzボンベ宝 047 j第 9土壌置場一 79-:2 実験廃水ポンプ練 124 第 3コンテナー置場

5 無影日長制御作業準備棟 048 |第10土壌置場 80 第 2機械棟 125 第 2コンテナー置場

06 植物栄養診断実験棟 049 第11土壌置場 81 第 3機械擁

A 地区 A 士也 区 08 濯概水白動制御枠計測器 50 圃場作物診断実験棟 8823」ij第望4機械棟
C 地区

番号 施 設 名 番号 施 ヨQ人"' 名 i 大気汚染資材判定実験棟

トfil地下水位調節水田 5機械棟 ん番号 施 設 名9 
研究本館 24 有用微生物人I接種棟 10 第 2暖房温窒 i小型精密制御ガフス窒・網室 084 第 l閏場管理棟附属倉庫 l アイソトープ実験棟

つ 風洞実験棟 新肥料試製実験棟 ガフス宝・網宝 1 第12土壌置場 組換え体植物隔離圃場 第iアイソトープポット試験棟25 11 53 85 2 
3 超低温実験棟 26 守衛所 12 ポット洗場 54 環境調節実験温室 調査実験棟 3 第2アイソトープポット試験煉

4 インセクトロン 27 車庫 13 第 5土壌置場 56 クフイマトロン 86 温室効果ガス発生制御施設 4 第3アイソトープポット試験棟

5 病理昆虫標本館 28 危険物倉庫 14 第 6土壌置場 57 群落用ライシメーター
0110 01 2 無小影型日ポ長ッ温ト室f予備栽培施設

J 第Iアイソトープガァス室

5一一 2 環境資源分析センター
230 9 

第 l機械棟 15 プイシメーター 58 微細気象観測椋 置場 | 6 第2アイソトープガブス室

6 自動人工環境実験棟 第 lガスガノfナー棟 016 組織培養接種検定温窒 59 群落生態実験棟 0103 濯j慨水自動制御枠施設 7 アイソトープガラス室制御棟

i 薬剤散布試験棟 31 実験廃水処理施設 017 世代促進問遺伝漏室 060 第 I画場管理棟 104 苗代枠試験施設 10 第 2開場管理棟

8 線虫環境制御実験棟 32 第 lボンベ庫 018 環境植物学実験棟 061 |生産物庫 105 i自動給水施設 11 試験材料格納庫

9 隔離温室 33 第 2ボンベ庫 019 
植シ物ス調テ整ム剤制ガ御テ実ス験室棟・網室

062 !第 1作物体精密乾燥棟 106 屋外ポット置場 12 第 2作物体精密乾燥棟

10 土壌抗毒棟 34 第 3ボンベ庫 (j 20 (j 63 火力乾燥棟 107 除草剤検定施設 13 第 2試験作物乾燥棟

11 第 l暖厨温室 35 第 4ボンベ庫 021 連続自動水耕棟 064 第 1試験作物乾燥棟 108 シスブム制御ガフス室 14 第 2器材庫

第 l網室 第 5ボンベ庫 第 l器材j車 シスァム制御人工水田 第 2作業棟022 土壌水分調節施設 065 109 15 
13 第 2網空 37 微生物生態実験棟 023 土壌水分調節計ilW器棟 066 1 第 l作業棟 110 人工水川 016 第 1圃場生態実験棟
1せA 第 3網室 i 101 気象観測搭 024 移動上家施設

市十害毒樺

111 I水分調節水田 017 第 2圃場生態実験棟

小動物飼育椋

I11〔0034 2 2事自B転1グ暁車ロ生問ス場炉チ 1~ ./パ 》仮設

25 移動 l二家計測器練 112 第4グロースチャンパノfー一施施設設 18 第 2闘場休憩棟

16 恒温温室 。26 実験航物葺成温室 貯蔵庫 13 第5クoースチャン l 19 第 4便所

ぽ卜第差薬l事UfIJ試験棟 027 |坊疫隔離採桶渦~~ つ7り 肥料農薬庫 114 人工畑腕設 20 第 6機械椋

土壌開場 lり5 第1グロ スチャンパー施設 () 28 隔離採種間与Et-:温室 υ71 大農機具j京 115 小型精密制御施設 21 ポンプ室

19 第 2土壌置場 106 第1グ17ースチャンパー施設 υ29 他殖性交配ガフス宝 。7'2 l土問巴子? 101 第 3焼却炉

20 l第 3土壌置場 107 第]号連絡橋 30 離耕温室

21 第 4土壌i置場 耳~ 2 i-J連絡橋 冬作物育成ガラス室・縦室 。農業研究センター，農業生物資源研究所の施設 A-5 RI実験廃水処理施設I()S 31 
') 22 

遺伝資源種子貯蔵ス庫実験練 109 第 lコンテブー置場 () 32 第 l交配傑作棟

23 上壌保全モノリ 033 第 2交配操作棟

C地区
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